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地層と年輪
12 月は、土が霜に覆われ、木々が葉を落とし、自然が

静まり返る季節です。この時期、私たちは時間の中で積み
重ねてきたものに思いを馳せます。地質館で働いていると、
地層や年輪が、そうした積み重ねの象徴に思えてきます。
佐川町には何億年もかけて積み重なった地層が並んでい

ますが、地質館で展示されている 4000 万年前のセコイア
の化石にも、年輪がはっきりと残っています。この年輪に
は、失われた太古の森林が広がっていた記録が刻まれてい
ます。その時代、この木も何百年と生き抜き、ゆっくり幹
を太くしていきました。こうした植物化石に残る年輪は、
私たちに二重の意味で悠久の時間の重みを感じさせてくれます。
12月は、こうした自然の「層」を感じ直す時期です。佐川の地層もセコイアの化石の年輪も、目

の前の自然が語る「時間の重み」を思い出させてくれます。年末の静かな時間の中で、積み重ねてい
くことの大切さをかみしめながら、新しい年への一歩を踏み出していけたらと思います。

12月の地質館イベント
１２月２２日（日）　１２：００～&１５：００～（１０分程度）展示解説「セコイアの化石とメタセコイアの木」
地質館にあるセコイアの化石（珪化木）と、生きている化石メタセコイアについて解説します。

地質館だより

地質館で展示しているセコイアの化石。直径 1.5mほど
はあります。

広告

資
料
群
・
川
田
文
庫
の
変
遷

　
い
よ
い
よ
新
し
い
町
立
図
書
館「
さ
く
と
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

さ
く
と
に
は
、
川
田
文
庫
と
称
さ
れ
て
い
る
資
料
群
が
の
ち
ほ
ど

収
蔵
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
「
川
田
文
庫
」
と
い
う
言
葉
は
、
川
田
豊
太
郎
が
創
設
し
た
図

書
館
の
名
前
で
も
あ
り
、
佐
川
の
図
書
館
で
長
い
年
月
を
か
け
て

蓄
積
さ
れ
た
資
料
群
（
1
万
冊
を
超
え
る
本
や
郷
土
資
料
な
ど
）

を
指
す
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

　

資
料
群
と
し
て
の
川
田
文
庫
が
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
か
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
る
と
、
川
田
文
庫
→
青
山
文
庫
→
佐

川
文
庫
→
町
立
図
書
館
→
教
育
委
員
会
と
な
り
ま
す
。

　

明
治
43
（1910

）
年
に
創
設
さ
れ
た
川
田
文
庫
は
、
高
知
県

初
の
私
設
図
書
館
に
あ
た
り
ま
す
。
高
知
県
立
図
書
館
の
前
身

で
あ
る
書し

ょ
せ
き
か
ん

籍
館
が
明
治
12
（1879

）
年
に
高
知
城
の
懐か
い
と
く
か
ん

徳
館
内

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
知
県
内
で
は
図
書
館
が
珍
し
い

時
代
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
川
出
身
の
元
宮く

な
い
だ
い
じ
ん

内
大
臣
・
田
中
光み
つ
あ
き顕
が
大
規
模

な
寄
附
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
本
格
的
な
図
書
館

活
動
を
行
う
た
め
に
、
個
人
運
営
を
法
人
運
営
に
切
り
替
え
、

大
正
14
（1925

）
年
に
川
田
文
庫
が
青
山
文
庫
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
江
戸
時
代
の
隆
盛
か
ら
下
降
気
味
で
あ
っ
た
佐
川
の

復
興
策
の
1
つ
と
し
て
青
山
文
庫
の
充
実
が
図
ら
れ
、
図
書
館
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
博
物
館
と
し
て
も
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
支
援
者
・
田
中
光
顕
の
死
や
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
前
後
で
日
本
社
会
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
後

は
「
青
山
文
庫
は
貴
重
な
資
料
を
死
蔵
し
て
い
る
」
と
町
民
に

揶や

ゆ揄
さ
れ
る
ほ
ど
、
活
動
が
停
滞
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
打
開

策
と
し
て
、
青
山
文
庫
を
県
立
図
書
館
の
分
館
に
し
て
も
ら
う

案
や
、
県
立
博
物
館
を
誘ゆ

う
ち致
し
そ
こ
に
貴
重
資
料
を
預
け
る
案

な
ど
が
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

結
果
的
に
、
田
中
光
顕
が
寄
附
し
た
書
籍
と
貴
重
資
料
の
み

を
青
山
文
庫
か
ら
分
離
さ
せ
、
昭
和
38
（1963

）
年
に
創
設
さ

れ
た
高
知
県
立
郷
土
文
化
会
館
分
館
青
山
文
庫
に
納
め
ま
す
。

こ
れ
が
現
在
の
当
館
の
前
身
で
す
。
こ
の
時
点
で
、
2
つ
の
青
山

文
庫
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
古
く
か
ら
佐
川
に
在

る
図
書
館
・
青
山
文
庫
を
旧
青
山
文
庫
と
称
し
ま
す
。

　

田
中
光
顕
寄
贈
資
料
が
他
へ
移
っ
た
と
は
い
え
、
旧
青
山
文
庫

に
は
、
川
田
文
庫
か
ら
受
け
継
ぎ
、
青
山
文
庫
と
し
て
も
充
実
し

て
き
た
豊
富
な
書
籍
や
、
そ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
郷
土
資
料
が

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
（
こ
れ
が
資
料
群
・
川
田
文
庫
で
す
）。

こ
れ
ら
の
資
料
も
貴
重
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

昭
和
43
（1968

）
年
、
町
の
補
助
金
を
得
て
再
び
図
書
館
と
し

て
活
動
を
は
じ
め
ま
す
が
、
県
立
博
物
館
も
青
山
文
庫
で
す
の

で
、
区
別
す
る
た
め
に
、
旧
青
山
文
庫
が
佐
川
文
庫
と
改
名
し

ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
53
（1978

）
年
に
町
立
図
書
館
が
新
設
さ
れ

る
と
、
佐
川
文
庫
が
所
蔵
す
る
資
料
群
は
町
立
図
書
館
に
引
き

継
が
れ
ま
す
が
、
平
成
10
（1998

）
年
に
町
立
図
書
館
が
富
士

見
町
に
移
転
し
た
際
に
、
資
料
群
・
川
田
文
庫
は
文
化
セ
ン
タ
ー

に
残
さ
れ
、
貴
重
資
料
と
し
て
教
育
委
員
会
が
保
管
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

資
料
群
・
川
田
文
庫
の
変
遷
を
振
り
返
る
と
、
町
立
図
書
館

と
当
館
は
元
一々
体
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
歴
史

そ
の
も
の
が
「
文
教
の
ま
ち
佐
川
」
を
体
現
し
て
い
る
と
も
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
青
山
文
庫　

藤
田
有
紀
）

〈
展
示
案
内
〉

〇
企
画
展
「
川
田
文
庫
の
世
界
」

〇
企
画
展
「
復
刻
版　

維
新
志
士
遺
墨
展
覧
会
」

〇
小
展
示
「
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
」

　

開
催
中
～
令
和
７
年
６
月
16
日
（
日
）

　

※
会
期
中
、
2
月
に
展
示
資
料
を
入
れ
替
え
ま
す

〈
年
末
年
始
休
館
〉

　

12
月
29
日
（
日
）
～
1
月
３
日
（
金
）

青
山
文
庫
だ
よ
り

映画それいけ！アンパンマン「ばいきんまんとえほんのルルン」
●日　時　　令和６年１２月２１日（土）　①１０：００　②１４：００
開場は上映時間の３０分前
●料　金　　親　　子１,５００円（当日２,０００円）
一　　般１,０００円（当日１,３００円）
　　　　　　中学生以下　７００円（当日１,０００円）
　　　　　　＊２歳未満児抱っこの場合無料
〈チケット販売所〉桜座 ,サンシャイン佐川店 ,マルナカ佐川店 ,
　　　　　　　ローソンチケット(Lコード62212）
お近くにチケット販売所がない場合は、上映前日まで電話予約も承っております。
（桜座２２−７８７８）


